
013 .・• 

.雫成6年第2回.定例会が、・6月7日から6局
24，目までの18日閉め日程で際かれました4

ー この定例会セ!まJ議長・副議長、各.常任委員

.会委員.なεが選lまれ、絡しい議会の.構成が決ま

りました。 ・ ; 

またv ー般会計術正予算など20件め市長提出

¥語家を審議し、すべて際薬どおり可決V同意し

ました。

¥そのほ小μ議号提断言・譲 1件、意見電与件、

.請願'2件、.陳情3件当量審議しました。

1 ・ざ.ら.に、市政に関する‘一般質簡が15名の議員

I 'により行われました。
¥: ' ' ・ ，. 乙 '¥-f
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定例会のあらまし

.・白

~ て- ，，〆 ・ー 『ーーーーーー一.

F 

， . . . 

" 

' . . 

沙

m
r
d
p
〆
ωγ

払川
w

わ
作
同
り

議長

糸日谷義男
副議長

中村敏夫

こ
の
た
び
、
千
葉
市
議
会
の
栄

醤
あ
る
議
長
、
副
議
長
に
獄
任
し
、

そ
の
総
震
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

政
令
指
定
都
市
と
し
て
、
新
た

な
出
発
を
し
た
干
葉
市
は
、
二
十

一
世
紀
を
間
近
に
し
て
、
ま
す
ま

す
発
展
の
度
を
強
め
て
お
り
、
都

市
漏
須
の
整
俄
や
市
民
生
活
の
質

的
向
上
を
期
し
て
、
万
全
の
体
制

を
妥
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
本
市
議

会
が
そ
の
使
命
を
十
分
に
発
鍔
し
、

市
民
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
、
全

力
を
傾
注
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
出
宙
線
に
は
、
よ
り
一
一
胞

の
ご
支
緩
と
ご
協
力
を
、
心
か
ら

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

この干官級会だよりは再生紙を使用しています
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助
役
に
稲
葉
秀
俊
氏

ヲ予
ロ
関
係

一
般
会
計
筏
正
予
算

平
成
六
年
度
の
特
別
減
税世
帯
に
伴
い

彫
留
を
受
け
る
市
税
等
を
百
十
六
億
一

千
九
百
万
円
減
額
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
術
て
ん
錆
包
と
し
て
、
減
税
同
問
て
ん

償
を
同
額
計
上
し
た
ほ
か
、
平
成
二
年

度
忍
び
三
年
度
に
発
行
し
た
、

N
T
T

無
利
子
貸
付
盆
の
綾
上
健
遣
に
伴
-つ公

債
管
理
特
別
会
計
へ
の
続
出
金
十

一
億

九
千
八
百
九
十
八
万
円
を
追
加
し
ま
し

た。
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
予
策
総
帽
酬

は、

三
千
二
十
四
億
=
千
八
百
九
十
ハ

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
補
正
予
翼
(
企
業
会
計
を

含
む
)

市
街
地
再
開
発
事
業
符
別
会
計
及
び

下
水
道
事
裟
会
計
に
つ
い
て
は
、
ハ
ム
備

管
理
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
暗
帽
を
追
加

tu串
AFB-u九
九
.

ま
た
、
公
債
管
怒
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
‘
平
成
二
年
度
及
び
三
年
度
に
発

FFUた
N
T
T無
利
子
貸
付
金
の
録
上

償
還
金
を
追
加
し
、

三
事
業
会
計
合
わ

せ
て
五
十
七
億
六
百
五
十
八
万
円
一を
追

加
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計
(
十
八
会

計
)
の
予
算
総
額
は
、
一
千
八
百
四
十

四
億
一
千
三
百
七
十
七
万
円
に
な
り
ま

し
た
。条

例
川
係

平
一塁

m-m税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
地

区
笠
備
計
画
な
と
の
都
市
計
画
の
決
定

等
が
さ
れ
た
地
威
内
の
市
街
化
区
波
震

地
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画

税
の
減
額
指
箇
を
行
う
た
め
、
条
例
の

一
鋭
を
政
正
し
ま
す
。

平
采
市
印
怨
条
例
の
一
部
改
正

印
銭
鐙
伺
岬誌
明
白
に
つ
い
て
、
窓
口

交
付
の
+
刀
法
に
加
え
、
自
動
交
付
の
方

法
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

条
例

の

一
部
を
改
正
し
ま
す
・

千
葉
市
消
防
団
の
定
員
、
佳品見
、
給

与
‘
服
務
等
に
閲
す
る
条
例
の
-
M
酬
改

正
消
防
団
員
の
紹
捌
の
額
を
引
き
上
げ

る
た
め
、
条
例
の
二
部
を
改
正
し
ま
す
。
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仮
称
千
葉
市
少
年
自
然
の
家
の
用
地

と
し
て
、
長
生
郡
長
柄
町
の
土
地
を
二

億
七
千
四
百
四
十
万
円
で
取
得
し
ま
す
。

エ
明H
前
向
M
R
約

千
葉
駅
前
地
下
道
電
気
mm備
工
窓
を

五
傷
事
十
七
百
四
十
万
円
で
行
い
ま
す
・

人
事
案
件

助
役
に
稲
葉
秀
雄
氏
を
退
任
す
る
こ

と
に
同
窓
し
ま
し
た。

軍S信念滞還問窯

t草案とは、市長または穏員が議会の議決を経る

ために、提出する索のことをいいます。

級案にl立、条例の制定友ぴ改定・廃止、予算の

決定、決算の認定のほか、窓見書の提出、条例で

定める重姿な契約の締結、助役 ・収入役の遺伝な

どがあります。

陵会に提出された滋案は、提案説閥、質疑を行

った後、 それぞれ関係の常任雲員会(本市は5常
任愛員会)に付託されます.委員会では議案を詳

細に密室し、妥員会とレての可否を決めます.そ

して、再び本会議において餐員会の結論を報告し

た後、強会として説穏に対する可否を決めます。

平成5年に提出されたt画案は、市長提出E草案
143件、議員提出議案26件でした。

常

任

委

員

会

各
委
員
会
が
六
月
十
四
日
に
閃
か

れ
、
付
託
さ
れ
た
十
五
議
案
に
つ
い
て

蜜
査
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
続
劇
二
件
、
陳
情
四
件

を
審
蚤
し
、
不
同
州
択
五
件
、
継
続
甲
信
芭

一
件
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
鏡
、
市
税
条
例
の

一
部
改
正
な
と
、

議
案
五
件
を
一語
査

し
、
減
税
術
て
ん
債
の
発
行
に
伴
う
償

還
計
歯
や
減
税
を
突
絡
す
る
た
め
に
、

将
来
の
市
民
負
但
と
な
る
地
方
伯
を
発

行
す
る
こ
と
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
に

つ
い
て
‘
質
問
が
あ
り
ま
し
た
・

民
生
殺
育
委
員
会

印
鐙
条
例
の

一
部
改
正
、
仮
称
子
葉

市
少
年
自
然
の
家
の
用
地
の
取
得
の
諮

案
二
件
、
請
願
=
件
、

陳
情
二
件
を
審

査
し
、
印
緩
霊
録
証
鴎
市
山
田
自
動
交
付
に

つ
い
て
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
話
回
目
的
や

印
鐙
登
録
証
悶
包
の
不
正
取
得
の
危
慎
一

と
防
止
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
質
一

廃
薬
物
処
理
問
題
対
策
特
刊
別
受
員
会

問
が
あ
リ
ま
し
た
・

一
隻
口
会
が
、
四
月
十
四
日
に
聞
か

「
さ
人
保
健
伺
聞
社
計
画
」
の
実
施
に

一

れ
、
中
悶
処
理
総
数
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ

関
す
る
諸
繍

不
綴
択

一

ン
タ
l
、
次
湖
沼
帰
工
川
崎
、
患
終
処
分

胃
敬
老
自
治
体
宣
言
に
関
す
ゑ
踊
一蹴

一

場
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

不
ほ
沢

一

ま

た

、
五
月
十
二
日
に
は
、
新
港
湾

V
千
葉
市
立
北
部
図
書
館
改
築
等
に
関

一
潟
工
潟
と
穆
猿

C
抽
出
区
の
現
地
御
寮
を

す
る
鯨
情

不
お
択

一

行

い

、
市
政
に
お
け
る
清
続
行
政
の
位

協
段
消
防
委

E
E

1
1
1
1
l
ir
i
--
i
l
l
-

g付
け
や
、
地
球

消
防
団
の
定
員
、

h
y
--rt
in-
'l一

的
線
復
の
環
筑
間

押
収
免
、
給
与
、
服
務
芯

4
圃
圃
J
も

ド

b
v国

一

題
と
廃
棄
物
処
理

等

に

関

す

る

条

例

の

¥

叫

s
m

v
!町

j
M
一

に
つ
い
て
調
査
し

一
部
改
正
に
つ
い
て
問

乞

}
F

b
犠
揖

pv
弘
崎

一

た
ほ
か
、
委
員
会

寄
宿

t、
消
防
団
員
一
子
-
ひ

L

Y

嬢

UM
一

の
袋
Z

一一国に
つ
い
て

の
定
数
と
現
員
数
や
、

リ

夏

同

必
阻
配
噌
〓

一

協
議
し
ま
し
た
。

報
酬
の
改
定
対
象
を
問
問

、

k

i
一

F
M
二

さ
ら
に
、
六
月

班
長
以
下
と
し
た
週

'

、

回

t
?
Agdk
て

-
百
に
は
、
六
月

簡
と
、
四
年
ご
と
に

f
i
l
l-
-
1
1
1
1
1
定
例
会
で
行
う
委

改
定
す
る
回
依
拠
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問

一

員
長
報
告
に
つ
い
て
抽
出
訴
し
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

-

大
関
即
市
税
財
政
制
度
調
査
特
別
委
口
会

ず
廃
合
戸
油
リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん
の
利

一

委
員
会
が
、
五
月
十
一
日
に
聞
か

用
地
地
進
に
関
す
る
陳
情

不
徐
沢

一

れ
、
平
成
六
年
度
国
家
予
算
に
関
す
る

経
済
混
設
愛
員
会

一

婆
望
の
経
過
報
告
な
ど
に
つ
い
て
潟
窟

市
道
路
線
の
路
定
な
ど
、
版
業
二
一
し
ま
し
た
。

件
、
陳
情

一
件
を
審
査
し

.
m定
を
受

一

ま
た
、
六
月
二
日
に
は
、
六
同
定
刷
附

け
よ
う
と
す
る
道
路
の
今
後
の
舗
袋
等

一

会
で
行
う
祭
員
長
m
窪
田
に
つ
い
て
協
級

警
備
計
箇
な
と
に
つ
い
て
、
質
問
か
あ

一

し
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

・仮
称
「
千
凶
豊
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
」
縞
怨
の
建
築
物
に
よ
る
生
活
破

緩
か
ら
の
住
民
保
怒
な
ら
び
に
臼
彫
、

歩
抽
出
級
函
等
環
境
絡
は
刊
の
充
実
に
関
す

る
陳
情

不帆
川
市川

自主h交付Iii

都
市
下
水
委
員
会

千
葉
駅
前
地
下
道
電
気
設
備
工
事
請

負
契
約
な
ど
五
件
を
審
還
し
、
ト
ン
ネ

ル
内
の
停
電
へ
の
対
応
策
や
、
供
問
開

始
後
の
平
素
駅
周
辺
の
事
の
流
れ
の
変

化
な
と
に
つ
い
て
、
僧
織
が
あ
り
ま
し
匹
、

特

別

委

員

会

千葉駅前地下il1

主
な
質
問

m
g

.
平
担
立
以
に
つ
い
て

・
国
際
緊
流
に
つ
い
て

-
公
共
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て

・
若
葉
区
の
特
性
に
つ
い
て

-
悶叩
毛
区
役
所
管
内
に
本
局
の
副
部
便
局

を
輯
副
致
せ
よ

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

-
湾
齢
者
保
健
紹
祉
計
画
に
つ
い
て

-
一
的
鈴
蓄
が
安
心
し
て
容
ら
せ
る
た
め
に

・
際
害
福
祉
行
政
に
つ
い
て

-
共
に
湾
つ
教
育
に
つ
い
て

.
環
筑
間
問
題
に
つ
い
て

-
地
下
水
対
策
と
上
水
道
に
つ
い
て

@
混
同
開
行
政
に
つ
い
て

-
電
波
隠
密
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

・
狼
俗
道
路
に
つ
い
て

般

質

問

〔
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

傍
聴
の
ご
案
内

平
成
六
年
第
三
固
定
例
会
は
、
九
月

五
日
か
ら
閉
会
す
る
予
定
で
す
・

本
会
路
は
、
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
傍
開
閉
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
.

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
議
事
堂
練
一

階

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

点
字
版
と
テ

I
プ
版
の
配
布

自
の
ご
不
自
由
な
方
に
、
市
級
会
の

活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

「
ち
は
市

議
会
だ
よ
り
」
の
点
字
版
と
テ
l
ブ
版

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

配
布
を
希
望
き
れ
る
方
が
お
り
ま
し

た
ら
、
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
@

国|

温
風
司
直

参
炎
紙
に
出向
峨
し
た
『
い
な
げ
の
浜
」

は
、
美
浜
区
の
稲
毛
市
川
浜
公
開
に
あ
り

ま
す
・

写
真
般
協
し
た
七
月
三
日
は
、
色
と

り
ど
り
の
ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
が
立
ち
な

ら
び
，

H
U
を
符
ち
き
れ
な
い
人
々
で
あ

ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

こ
の
公
聞
は
、
悶
診
を
迎
じ
て
楽
し

め
る
川場
所
で
、
溜
助
広
岡
明
、
r
d
注
目
仏
湖
、

野
球
場
、
ヨ
ッ
ト
ハ

1
パ
1
、
各
純
プ
ー

ル
等
が
あ
り
‘
い
な
げ
の
浜
と
あ
わ
せ

て
、
日
取
官
同
の
恕
い
の
織
と
い
え
ま
す
。

家
銭
そ
ろ
っ
て
出
か
け
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
@

a，乞
月
三
日

「籾
F
議
会
」
が
国
際
家

族
停
を
記
念
し
て
木
市
総
会
の
織
織
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
.
九
十
六
人
の
紋
子
が
集
ま

り
.
門
家
鍛
・
親
子
の
あ
り
方
、
地
綬
社

会
と
の
交
液
等
に
つ
い
て
討
論
し
ま
し

た
。
将
来
を
栂
う
F
供
た
ち
の
品
開
…
心
な

則的
滅
は
、
胸
を
打
つ
も
の
が
あ
り
、
頼

も
し
く
悠
じ
ま
し
た
。

『
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
鵬
刊
行
愛
民
会

愛

員

長

町

駅

周

箪

磁
委
員
長

大
胡
回
目典型昆

委

員

竹
内
悦
子

竹
内
正
巳

千
葉
通
子

立
石
悟

問
い
合
せ
先

郎
会
柳
務
局
摘
出
H
銀

g
ニ
凶
五

・
五
四
ヒ
ニ L-I 
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